キー!さっきから、ブンブンとうるさい便所バエだよ!死んで地獄へお行き〓」
かんしゃくをおこしたポーキーのママが、いきなりブンブーンをはたき落とした。
ブンブーンはしばらくヨタヨタと飛んでいたが、しばらくして空しく床に墜落!。
あわててぼくが駆け寄ると、ブンブーンは文字どおりムシの息でこう言った。
「う……、わしは、思ったよりも、ずっとずっとかなり弱かった。だが、かまわずあんたは
冒険の旅に出てくれ。いいか。最後に言っておく。ギーグを倒すには……、地球とお前の力
を1つに合わすことが必要じや。この地球には、お前のパワーを揺り起こしてくれるスポッ
ト"お前だけの場所"が8つある。そのすべての場所を訪れるのだ。そのうちの1つは、こ
のオネットにある。ジャイアントステップといわれる場所じゃ……。この石を持っていけ」
ブンブーンはぼくに石を1つ手渡した。
「これは音の石。"お前だけの場所"の音をしみこませるグレートなアイテムじゃ。うれしか
ろう……。もう外は夜明けのようなじゃのう。死んでいくわしには関係のない話だが……」
ブンブーンはそこまで言うと、ガクリと力つき、そのまま息絶えた。
よりによってポーキーのママにはたき落とされて死ぬなんて……。グッスン。
だけど、いつまでも悲しんでばかりはいられないぞ!何しろぼくには、ギーグを倒すと
いう重大な使命があるんだから!死んだブンブーンのためにも、きっとこの使命は達成し
てみせる。天国から見ていてくれブンブーン!

